
【テーマ】
「コミュニケーションを深める方法を探ろう！

~不要な電話、膨大なメール、各種コミュニケーションツール、

どう使い分けて、どうやって開放される？~」
【主催】事務システム分科会 活動報告

日 時：2022年10月26日（水）15:00 –17:00
場 所：オンライン分科会
出席者：62名
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１．研究内容

２．スケジュール

1

「コミュニケーションを深める方法を探ろう！~不要な電話、膨大なメール、各種コミュニケーションツール、
どう使い分けて、どうやって開放される？~」をテーマとして、事務システム分科会主催のオンラインイベントを
開催しました。当日は、開催テーマに関連した取り組み事例を3大学様にお話しいただきました。その後、
企業よりコミュニケーションツールや効果的な活用に関してのご提案をいただき、参加者にとって他大学の取り
組み事例や課題等に関して共有する場となりました。
（内容詳細については「3項概要レポート」をご参照下さい。）

15:00

17:00

○紹介1：開催テーマに関して大学での取り組み事例のご紹介（各大学10分）

「コミュニケーションを深める方法を 探ろう！大東文化大学の事例」
大東文化大学 総務部人事課 専門課長 渡邊 一憲 様

「部署内でコミュニケーションを深める方法とは？」
千葉工業大学 教学センター津田沼教務担当 山﨑 恭輔 様

「コミュニケーションツールとしての「電話」の現状とこれから」
立正大学 入試センター品川入試課 白川 晃大 様

○質疑応答（15分）
○紹介2：企業からの各種コミュニケーションツール活用等のご提案（各企業25分）

「大学での活用事例に学ぶ ビジネスチャットのススメ」
ワークスモバイルジャパン株式会社
法人ビジネス本部 マーケットデベロップメントスペシャリスト 内藤 佐知子 様

「業務にまつわるコミュニケーションを最適化！
～これからの時代に求められるコミュニケーションのあり方とは～ 」
シスコシステムズ合同会社
公共事業 東日本営業本部 米谷 昌己 様
コラボレーションアーキテクチャ事業 プロダクトセールススペシャリスト 喜友名 一気 様

○質疑応答（15分）



３．概要レポート

「コミュニケーションを深める方法を探ろう！ ～不要な電話、膨大なメール、
各種コミュニケーションツール、どう使い分けて、どうやって開放される？～」

私立大学キャンパスシステム研究会事務システム分科会が、10月26日にオンラインで開催されました。今回は、電話を含
むコミュニケーションツールについて、3大学から事例をご紹介いただいた後、企業からツールの効果的な活用や先進事例につ
いて発表いただきました。
まず分科会運営委員の大東文化大学鈴木氏から開会の挨拶があり、同氏の進行で事例紹介に移りました。

■紹介１：大学での取り組み事例の紹介
①「コミュニケーションを深める方法を探ろう！」
大東文化大学 渡邊 一憲氏 より

○LINE WORKSでチャットも掲示板も電話も。学内コミュニケーションをスムーズに
LINE WORKSを活用した事例をご紹介します。本学ではLotus Notes/Dominoをメールや掲示板、ワークフロー等の
グループウェアとして現在も利用しています。しかし、チャット機能を使うためにはサーバー増強が必要でコスト増となることが
分かり、負荷軽減やスマホで利用しやすい環境を考慮して2018年にLINE WORKSを導入しました。LINE WORKSは
LINEと操作が似ており、移行がスムーズだと判断したことも選定理由の一つです。現在では、「1対１1の会話が長く続きそう
なときや急ぐときは電話」、「時間外等にはメール」、「そのほかのコミュニケーション、大人数の意見交換はLINE WORKS」と
使い分けています。LINE WORKSは、URL（リンク）を張り付けたりファイル共有したりも簡単にでき、効率化にもつながりま
した。
例えば記念事業の情報共有には職員向けに掲示板機能を活用。オンデマンド研修へのリンクやアンケート機能も便利です。
ほかにカレンダー機能で年間行事予定や役員スケジュールを共有したり、LINEと連携し学生との連絡手段として使ったり、
部署内でオンライン会議・伝言メモ・電話等に活用したりもしています。
参考：【導入事例】学校法人大東文化学園 大東文化大学 - LINE WORKS

※当日の資料は「CS研・IS研情報交換サイトhttps://www-std01.ufinity.jp/csisken/」
に掲載（会員限定公開）。詳細は7頁「事務局より」をご参照下さい。
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■紹介１ ②「部署内でコミュニケーションを深める方法とは？」
千葉工業大学 山﨑 恭輔氏 より

○Ciscoのスペース機能で案件管理。定例ミーティングも廃止して効率化
私の所属する教学センターでは以前、GoogleカレンダーやGoogleメーリングリストを使ってコミュニケーションを図っていまし

たが、オフラインの会議や回覧板も併用しており、非効率な部分がありました。特に、学生等からの問い合わせの進捗が対応
した職員本人しか分からないこと、学生総合窓口で様々な部署との連携が不便なことが課題でした。
そこで新たにWebexとGoogleを導入し、定例課内ミーティング、メーリングリスト、回覧板を廃止しました。Webexは、ス
ペース機能を情報共有に利用し、問い合わせの対応が必要なときには、必ず学生番号、氏名、問い合わせ内容を入力する
運用にしています。こうすることで、誰でも検索すれば状況が把握できるようになりました。チャットはメールより気軽に使えるだ
けでなく、通知機能があり既読・未読が確認できるため便利です。またタイムライン機能、資料共有、Ciscoツールとの連携も
積極的に活用しています。
GoogleカレンダーだけでなくGoogleフォームも活用し、入力された内容をスプレッドシートで共有する等の運用をしています。
コロナ禍でペーパーレス化、大学DXの動きもあり、当部署での事例が全学的に広まっていけばと考えています。
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■紹介１ ③「コミュニケーションツールとしての『電話』の現状とこれから」
立正大学 白川 晃大氏 より

○IP-PBXやIP電話回線を利用し、モバイルに対応しつつコストを削減
本学には品川と熊谷にキャンパスがあり、それぞれ数百台の電話回線が使われていますが、その運用管理についてご説明

します。2012年度に品川キャンパスでレガシーPBX（電話交換機)をIP-PBXへリプレースしました。サーバーは学内、オンプ
レミスです。これにより、業者に依頼せず職員が電話番号や応答メッセージを設定できるようになりました。
熊谷キャンパスでは、2018年度にPHSモバイル内線システムからスマホへリプレース。学内PHSアンテナのコストが削減でき
ました。FMC（Fixed Mobile Convergence：固定とモバイルの収束）対応のため、どこにいてもスマホで内線電話が
使えます。
2021年度には品川のIP-PBXサーバーをデータセンターの仮想基盤へ移行したほか、PCで電話ができるソフトフォンを導入
し、自宅でも内線、外線電話が利用できるようになっています。
固定電話は、月々の電話料金だけでなく、PBX、電話機、回線工事等のコストが高額です。学生への発信に固定電話
番号が必要なこともあり、本学にもアナログ電話回線は残っていますが、電話に関連する技術は日々進歩しています。一度
固定概念を捨てて、電話環境を見直してみてはいかがでしょうか。
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■紹介2：企業からの各種コミュニケーションツール活用等のご提案
①「大学での活用事例に学ぶ ビジネスチャットのススメ」
ワークスモバイルジャパン株式会社 内藤 佐和子氏 より

○LINEの使いやすさはそのまま、ビジネス仕様の機能とセキュリティを備えたLINE WORKS
当社はLINEとは兄弟会社で、ビジネス版LINEであるLINE WORKSを提供している会社です。LINE WORKSはLINE

とは別のアプリで、馴染みのあるLINEと似たユーザーインターフェースに管理機能やセキュリティをプラスした、閉じたメンバーで
使うことを想定したビジネス向けアプリです。例えば管理者が一括登録、削除をしたり、フォルダごとに権限を設定したり、ログを
確認したりすることができ、セキュリティに関しても国内のデータセンターを利用し、各種国際認証も取得しています。
大学でLINE WORKSを活用する場合、以下の3つのパターンが考えられます。
1.教職員間のみLINE WORKSでつながる
2.教職員＋学生とも同じLINE WORKSでつながる
3.教職員間はLINE WORKS、学生とはLINEでつながる

四国大学では、1.のパターンで全教職員380名にLINE WORKSを導入しました。掲示板、共有カレンダー、チャット、
IP電話をLINE WORKSだけで実現しており、学生も含めた2.の運用も視野に入れています。
学校法人四国大学、全教職員約380名に「LINE WORKS」を導入

日本大学芸術学部の日芸祭本部実行委員会では、運営の連絡ツールとしてLINE WORKSを導入しました。学生の
利用ですが利用方法は職員と同様で、各部に管理者を置いて負担を分散し、担当ごとにトークルームを細分化してノートで
議事録を共有するといった活用をされています。卒業生を一括で削除する機能も便利です。
日本大学芸術学部 日芸祭本部実行委員会、学園祭運営の連絡ツールとして「LINE WORKS」を導入

LINE WORKSのアカウントを持っていない人ともトーク、チャットすることも可能です。LINE WORKSには、100アカウント
まで永年無料のプランもありますので、興味のある方はお試しください。
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■紹介2：②「事務にまつわるコミュニケーションを最適化！～これからの時代に求められる
コミュニケーションのあり方とは～」
シスコシステムズ合同会社 喜友名 一気氏 より

○PCでもスマホでも固定電話番号が使えるWebex Calling
まずキャンパスの電話環境からお話します。現在の職場は、自席を離れると自分や部署宛ての電話を取れないという環境

が多いのではないでしょうか。Webex Callingは、NTT東日本やKDDIのクラウド外線サービスを活用し0ABJ番号（東京
03等の番号）を、固定回線を引くことなくスマホやPCで受発信できるサービスです。テレワークでも大学の番号から受発信で
きるため、電話番のために誰かが出勤する必要がありません。当社は、このサービスに必要なクラウドPBXのグローバルシェアが
60%以上あります。また、離れた場所にいるメンバーのグループ着信も可能で、細かい設定ができます。

Webex Calling デモ12：WiFiのみで外線内線着発信(20220704版） - YouTube

【WebexCalling編④】Webex Callingでグループ着信を設定しよう！ - YouTube

次に、大学でも活用が進んでいるオンライン会議についてお話します。まずオンライン会議のTipsをご紹介しましょう。
1.インターネット回線が細い際は音声接続を電話回線に切り替える

Webex画面のミュートボタン→音声設定で切り替えられます
2.カメラオンで参加する
声色だけではなく表情や身振りが見えるため、より円滑なコミュニケーションが期待できます

3.可能であればビデオ会議専用端末を利用する
会議室等に設置される専用端末はハードウェアから専用に設計されているため、音声や映像が高品質です

東北大学様では、Webexを搭載したビデオ会議端末で教室や大学間を接続し、安定した品質で講義を中継して教室の
3密回避や大学間連携を実現しています。

東北大学 工学部 - Cisco Webex 導入事例 - Cisco

他にも大学での活用事例は多数あります。大学へは特別価格で提供していますので、関心のある方はご連絡ください。

■まとめ
講演の発表中にはチャットを通じて「電話・電話線の担当は、管財課かシステム課か」という話題で盛り上がりました。大学

により異なるようで、「もともと管財課だったのがシステム課も関わるようになり、IP-PBXになって今は管財課の手が出せない
領域になっている」という大学もありました。

結びに分科会幹事の立正大学白川氏より、「メール、電話等のコミュニケーションにはまだまだ課題があります。今後もこの
テーマに関して議論を重ね、皆さんの業務が少しでも改善することを願っています」と挨拶を述べて閉会となりました。
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https://www.youtube.com/watch?v=69ML1JoDs0o
https://www.youtube.com/watch?v=b0Y_hF5n8EA
https://www.cisco.com/c/ja_jp/about/case-studies-customer-success-stories/2232-tohoku.html


5．所感（事務システム分科会運営委員会）

前回第2回目の分科会から引き続き、第3回となる今回の分科会でも一般企業の方に講演を行っていただきました。今回は「コミュニケーション
を深める方法を探ろう！~不要な電話、膨大なメール、各種コミュニケーションツール、どう使い分けて、どうやって開放される？~」をテーマに講演
の各大学からはコミュニケーションにおける課題や、それを解決するために工夫したこと、利用したツールの紹介がありました。ワークスモバイルジャパ
ン様、シスコシステムズ様の講演では大学での導入事例や活用事例、また、ツール利用のTips紹介がありました。複数のツールの紹介、活用事
例を聞くことができましたので、検討を進めるヒントにはなったのではないかと思います。最近の事務システム分科会では珍しく、グループでのディス
カッションを行わなかったため、参加者同士の意見交換や共有はチャットのみとなりましたが、その分講演で情報収集することに集中したり、気軽に
参加することができたとの意見がありました。今後ともCS研を情報収集の場としてご活用いただければと思います。（大東文化大学 鈴木）

4．参加校 [17校27名] ・参加企業[6社35名] ・参加総数[62名]

亜細亜大学[2]
神奈川工科大学[1]
共立女子大学[2]
京都芸術大学[3]
芝浦工業大学[1]
城西大学[1]
女子栄養大学[1]
清泉女子大学[1]
大東文化大学[2]

千葉工業大学[1]
中央大学[1]
津田塾大学[1]
東海大学[2]
東京農業大学[1]
日本女子大学[1]
立教大学[2]
立正大学[4]

株式会社TOKAIコミュニケーションズ[1]
シスコシステムズ合同会社[4]
ワークスモバイルジャパン株式会社[4]
ダイトロン株式会社[1]
有限会社ハーティサービス[1]
富士通Japan株式会社[24]

【事務局より】
次頁以降に開催後アンンケート結果（抜粋版）を記載しています。
開催後のアンケート結果詳細版や当日プレゼン資料ご覧になりたい方は、「CS研・IS研情報交換サイト」に掲載しておりますのでそちらをご覧ください。
また、今回の分科会開催に際し事前アンケートを行っています。事前アンケート結果につきましても、「CS研・IS研情報交換サイト」に掲載しております。

「CS研・IS研情報交換サイト」について
○CS研・IS研の会員向けに情報・資料をご提供し、会員の皆様で情報交換をする会員専用のサイトです。
（新規入会ご希望の方は、右下の事務局まで、お手数ではありますがご連絡ください。）
URL： https://www-std01.ufinity.jp/csisken/

○情報交換サイトをご覧になるにはIDとパスワードが必要となります。お持ちでない場合は以下のサイトにてお申込みください。
お申込みサイト：https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/46757

【連絡先】
私立大学キャンパスシステム研究会 事務局
〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター
富士通Japan株式会社 戦略企画統括部内
E-mail : contact-csisken@cs.jp.fujitsu.com

【分科会の様子】
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開催後アンケート結果 【回答数／対象者数：13／27（大学関係者のみ）】

■担当業務と役職について

■参加した目的について

■本日の分科会の全体満足度について
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■満足度－企業による製品紹介について

■全体満足度の評価理由について（抜粋）

■満足度－開催テーマについて

➢ 大学での事例や業者様のお話しなど大変興味深かったです。
➢ じっくり考える事が出来た点は良かった。
➢ 大学の事例紹介と企業側の事例紹介がマッチングしていて、問題提起と課題解決が一本化していたと感じました。
➢ 他大学の事例を聞けたこと、また、事例で出たサービスは使用しやすそうだと好感が持てました。 どこの大学でもコミュニケーションや情報共有の

仕方で苦労されていることを知り、うちだけではないんだと思いました。
➢ 事例紹介のみで気軽に参加できる点はよかったと思う。
➢ ディスカッションや情報交換の機会はなかったが、講演により情報収集をすることができたため
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■満足度－大学の事例紹介について

■満足度－時間配分について

9

■CS研では、本年度も「キャンパス×DX」というテーマで活動を進めていく予定です。今後実施してほしいイベント、テーマ等について（抜粋）

■ＣＳ研についてのご意見・ご要望について

➢ アナログ媒体からデジタル媒体への置き換えだけではなく、ログ解析から業務改善を考えたいです。
➢ クラウドシフト ・高等教育の無償化対応

➢ 対面での分科会開催 長野の合宿研修会の開催。


